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もう1戦制したものが、舎年のシリーズを制するのカL-JAFliliil吉野抹態鯨ぐ。
ハイスピードコースの格闘やまぬ ールガ待ち遠しい。しかしそんな期待も男

第6戦"チボーラリーIN北海道" 事に裏切られ、上坂選手ガダントツでゴー

第3戦ACKスヲJングラリ で優勝後、 ルして来た。

関西はパストで9位、四国ではブレキ そして3ステは7ステとほぼ同じコース。

トラブルでリタイヤ パッとしない成績 スタ 卜してびっくり、 7ステとはまるで路

にイライラした様子。しかし、第T戦力ら 面ガ違っているのである。浮砂利は飛ばされ、

5戦まで包回優勝者ガ変わるという混乱状 ワダチガくっきりと残り、コーナーも全開で

況のおかげで、シリーズポイントでは怠ん 走れるでは芯いか/これで納得。ゼッケン前

とか上位についている。あとはドライバー 半組は砂利かきのコ ス整備車なのである。

の地元であるれチボ ラリ IN北海道H 最終区間ガまだ最高の浮砂利コ ス。

で優勝すれば、 挙にシリ ズトップも夢 、、ここだけでも20秒はちぎられるよμ と、

ではないとほのかな希望を抱いて、一路札 ドライバ は飽きらめ口調でつぶやきなガ
第ア戦優勝の大庭・小田切組

幌へと向かつだ。 らも最後の力走を続けてゴール。

4連勝を狙つだ昨年|ま、ナビゲータの適 あとは結果を待つのみ。案の定、よ坂選

切なオーバーペースの指示に従いコースア 手のぶっちぎり優勝。地元鈴木組のランサ

ウト・ 1..1タイヤに終っている。今年は手堅 ーも3位を大きく離して2位。この鈴木組

くいこうと、明日からの作戦を練りつつ'?こ2ステでは、 13秒差ぎで迫ったのだが、

札幌の夜を楽しむ。 やはり3ステのラスト区間で後半組|こ逆転

明けて30日。スタ トはいつもの大利ル され、無念にも6位

スツ高原。ここ北海道ではクレストの時も DCCSは雪かき、チ7t¥ーは砂利ガき。 第7戦4位に入るCMSC青森の館山家沢組

そうであつだように、他のイベントよりラ ゼッケンガ早くていいことなんか伺もない

ンサーの姿が多く目につく。 などと、|まやくことしきりで終った。あ疲

PMフ:05。まだ陽ガ沈みきらぬ中、ゼ れさまのれチボラ1)ー IN北海道"でしだ。

ツケン5番のスタ トであるo 1∞から早 浮砂利に加え、強剰なホコリ

くも全開o¥¥r..:ンツキ右/"ワレツ/"数 第7戦‘栗駒山7)レペンラリー"

日前から北活道入りし、優勝候補に挙ガつ 日本中ガうだるような暑さの中、第ア戦

ている神岡選手ガ畑の中巳いるではないか。 ガ行なわれている岩手ヘ。

なぜか目と目ガ合い、神岡選手の無事を見 今回の、、棄駒山7フルペンラリには、

届けると同時に二ンマリ。 2∞ヘ入ると伸 早くもMR2とNewスパルガエントリーし

弥選手がまだ止っている。山口ナビガいタ てきた。受げが始まり、 CMSC岩手の佐

イヤ2本持つてないか9"と声をかけてく 々木氏と顔を合わせる。 CMSC岩手のメ

る。どうやらパース卜したらしい。 7フッと ンパーも、このイベントをサボ 卜してい

いう閣に優勝候補ガ2人も姿を消してしま るようだ。 CMSCW形のIJ¥III選手。 CM

った。さすガlこ北海道はハイスピ トこコ SC青森の館山選手、大西選手もエントリ

スガ多いなどと言いつつ、余裕で?ステを されていてl山強い。

ゴ ル、減点301。大庭選手は調子ガ良< PM7 : 03、ゼッケン3番のスタートで

299。まあだいたい300点ガ7ステのトップ ある。また浮砂利のコースかな0と言いつ

組である。 つMCPヘ向かう。

2ステは気合いを入れていくかと言いつ 1 cpガらは舗装の上り。軽<足慣らしと

つ、まだ余裕を残して2ステのスタ ト準 いうところであるが、突然エンジンガ吹け

備している時に緊急情報グ なんとゼツケ なく芯つだ。 5000rpm以下ガまったく使え

ン30番の上坂選手ガ250点台でゴールした ないo 1速、 2速でなんとか5000rpm以上

というのだ。まさか/あんなコースで50紗 をキーブしてれまるでレーシンク力ーだ/" 

もちぎれるはずがないじゃないか/ でも と言いながら2∞ヘ向かう。しかし、この

良く考えると今年は例年になく浮砂利ガ多 おかげでタイヤはスリップしっぱなしo補

かったから、ゼッケン後半組は本当に早い 正はどうなるか想像もつかない。 2∞ガ近

のかも0といささか焦りがでてきた。 づくにつれ不調は回復したし、なんとか2

2ステをスタ ト。確かに浮砂利ガ多い CPをゴル。

感じガする。この2ステ区間l立、ドライバ 再スタ 卜すると工ンジンl基調子を取り

ガ自信を持っている区間であり順調にこ 戻し、ものすごいホコリの中を3∞へ向か

なしていく。 AM3: 30。時計を見ないと う。 3∞ヘゴル後、時間調整の聞に工戸

らスタート。しかし、コースのホコリはひ

どく、ストレートでも前11見えずブレーキ

ングすること、しばしば。"今日はゼッケ

ン7番の伸弥選手ガトップかな9"と半ば

飽きらめの感じで1ステをゴール。やはり、

伸弧からは30秒以上司5離されている。

夜食をとりながら情報を集めていると、

CMSC青森の館山選手ガ好調との話ガ入

ってき定。インタ クーラ無しのランタボ

で頑張っている。ダートコースは狭<、浮

砂利も多く、加えて強烈なホコリ。 2重き

である後半組で、前の車ガ1)タイヤで

もしてくれれば最高だ;と、ヤケクソ気昧

になっていく。

2ステも、やはり浮砂利とホコリに悩ま

され、もうひとつパツとしない。館山選手

は相変らず好調。小川選手はもうひとつ調

子にのりきれず、 3ステに勝負をかける様

子でNewタイヤを調達してきた。

3ステはSSのみ6力所、最後の勝負所

である。 1SSIま7フップダウンの長いスト

レートガ続くコース。 、、ホコリの育無しで

10秒は違うねtと言いつつゴール。やはり、

伸弥より10秒遅れである。 2SSは細かい

浮砂利の下りで、もうひとつ決まらない。

3SSは、これガ道かというような荒れた

コ ス(もっとも、後半は地慣らしガ済ん

できれいなコースに変わってしまった)02

回程パックギヤのお世話になり、大幅遅れ0

4SSIcl:1 SSの逆走。続いて5SS-6

SSは、それぞれ3SS-2SSの逆走で

信じられないくらいに北海道の朝は早い。 フロ センサのコネクタをチェック。ちょ ゴルヘ向かう。 5SSのスタート前、時

空は完全に明るい。自信を持って出した2 っとゆがんでいるような感じである。これ 問調整で40分程の余裕ガあり、皆でワイワ

ステのコントロルシ ト。上坂選手のゴ を直し、不調ガ再発しないことを祈りなガ イガヤガヤ。プレッシャのかけあいとなる。

ここまでの状況は、前回の北海道で突然

目覚め芝上坂選手をはじめ、大庭組、井上

組、館山組jjトップ争いを演じているよう

だ。伸弥選手lま3ステを抑えにぎわった為

ガ、やや遅れ気味。当方は先程のパックギ

ヤのおかげで、まつ芝くの圏外である。そ

うこうしているうちに5SSのスタート。

続いて6SSと終ってゴール。

コンピュータの故障か、発表jj遅れ、待

ちに待つだ表彰式。優勝は大庭組。健闘の

館山組は3ステやや遅れ、 3位と同減点の

4位(排気量差〕。伸弥は5位。羽豆組はギ

リチョンの10位とランサ一大活躍の結果と

なっ定。

しかし、これで10戦中8戦ガ終了したと

いうのに包回優勝者ガ変わり、現在シリー

ズトップの伸郵でさえ、わずか 231点と混

乱模様は続いている。もう1戦制し疋もの

が今年のシリ ズを制するのか/興味はっ

きない。残りはわずか2戦となっ定。

'82、'83と2年連続、大庭選手ガランサ

でRACラリーに挑戦しているが、今年は

3台揃つての出場ガ計画されている。つま

り、 ADVANチーム鰯つてのRACラリ

ー挑戦である。次回では、詳しいことをあ

伝えできると思いますので、皆様のご協力

をお願いします。

CCMSC本部田口雅生〕

シリーズポイント(第8戦現在)

順位 車 両 ドライノ〈ー オ累tイ計ン卜

l フンサイン?タフタボ 山内伸弥 231 

2 力口ーフレヒ'ン 神間政夫 197 

3 フンサーインタークーフターボ 大庭誠介 180 

4 フンサーインタークーフ?ーポ 羽豆宏一 137 

5 力口一7レビン 上坂治樹 135 

6 力口ーフレヒeン 桜井幸彦 133 
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I三華道ーターカトツ繕動のあゆみ..信任り…ーm
第1回日本グランプリ(昭和38年)

その先にサーキットガポツンと建っていて、 を開催することになっだ。今にして思えば

周囲には町らしいものはおろか何ひとつな グランプリレース直配に出場者を集めて講

かつだ。 2輸関係のいきさつから、サキ 習会というのは、ずい分おかしな話である

ツトの人達とはほとんど知り合いで、ずい ガ、当時としては苦肉の策であつだ。イン

分わガままを許してもらつだものである。 ストラクタ は古我信生氏、小林彰太郎氏、

当時コ ス係であった、入社早々の社員、 内山吉春氏、池田英三氏、浅岡重輝氏など。

江端君(現鈴鹿サーキット総受配人取締 さレさわりがあるので名前は挙げないが、

役〕には、無理を言つだもので今だに話題 80%の人はレース走行経験ゼ口であり、だ

にされ恐縮している次第である。 しか小林氏は辞退しだと思つだ。我々三菱

ところで、現地トレーニングに突入する 勢は失礼ではあるが、全く無視し定。

時点で突然チームメイトというか、三菱車で 当然のことなガら園内競技規則などはな

出場の相俸がほかに2人いることを知らさ く、この大会周としての大会特別競技規則

れ芝o 1人は山口県の戸倉君で、どういう ガあるばかりで毎日のように公式通知ガ布

コネで来だのか当時は詳しく聞いたはずな 告され、まだ取消されだといつだ具合いで

のに、なんとも現在記憶がハッキりしない。 何ガ何だかわからないありさま。パドック

多分ディーラーの紹介だつだのではないか はアマを含めて大混乱であつだ。コ ス走

東京日本橋の東急デパート(当時白木屋) と思う。彼は、つい最近までブロのモータ 行、実際のレースに関することは2輔レギ

ア階で行なわれてい芝、三菱500、マカオG ーポート(ギャンブルレース〉選手で、とり レーションぎる写しではあつだガ、多くの

P優勝車展示会から突如姿を消して運び出 わけ車のモータースポーツに造詣はないが、 経験1こもとづいて書かれているのでまずま

され、デパート側の驚きを尻目に名古屋lこ 元気だけは人一倍で、ヒツク1)返るのもヘ ずであつだ。レガレ、いちばん問題を起こ

送り出され在三菱500を追って、私も新三菱 ツチャラですと言うくらい、キビキビレだ レだのは、今でいうホロモゲ ションから

重工名古屋製作所を訪れることになった。(lj青年であった。いま7人は、米空軍士宮 始まる車両規則で、その解釈について知ら

疋しか昭和初年も4月に入ろうとしていだ (中尉〉でテール・ソーヤ氏といつだと思う。 ない人同志が勝手な解釈をしてゆずらない。

時期だつだように思う。東京の本社から全 彼はいすYとふだまだかけていて、どっち レかも偉い人達であるから始末ガ悪い。そ

ての連絡をもらい、東京22時発の夜行列車 かといえばヒルマンの方に夢中であった。 れに加え、参加者側の銘柄ごとの利益主張

「大和JIこ乗ってである。 この大会は、いろいろな点で我が国のモ と公平論とのイレギュラである。これは大

名古屋製作所で私を待っていてくれた若 タスポツ発祥(近代的〕の陣痛的ト 会終了後も力ンカンガクガクであった。

い社員は山本肇氏(前知多三菱社長〉。 彼 ラフルガ数多く発生しだ。その第つは、前 一応、 FIAからルマンの競技長でフラ

の紹介で、だくさんの偉い人達に引き合わ 号で述べだようlこ主催権、公認機関→スポ ンスのスポーツ委員長ジャック・ロスト氏、

されだ。それらの方々は、もの珍しそうに ーツ権能をめぐっての鈴鹿サーキット〔当 FIA技術委員長ジョヴン二・カネストリ

私の話を聞きおもしろがってい疋ょうだつ 時(株)テク二ランド系JASA)，JAACJ 二氏ガFIAスチユワート兼大会役員と

た。技術開発のためにとか、メーカーの酉 AFの前身)、そして、これから大旗上げ して参加していたが、語学の問題含みでコ

目と力、名誉にかけてなどの話はひとつも と日本の統括権をにぎろうとするJAF。 ミユ二ケ ションは全く悪かった。多分、

出なかっ定。 rご苦労さんですな、けがを それらは5月3日という時限を前に大抗争 両氏は未開国に冒険に来た思いであっ疋ろ

しないよう1こ」と言われだのを覚えている。 ガ展開され定。その結果、 JAF主催とは う。

その中にマカオGP遠征メンバーだっ芝山 なったものの、我々エントラント、ドライ レースは5月3日、 4日と2日間にわだ

本正夫氏(当時名自技術部研究課長伺〕も パーは結局2枚のライセンスを取らされる って行なわれだ。一応観客向けの巴玉は、

おられ、以後何かとお世話に怠った。皆さ はめになった。 国際スポーツカーでルマンスタートによる

んそれぞれあだ定かい親切な人ばかりであ 大会出場者は148名で、これガスポーツ ロータス23とか、ポルシエカレラZ、フエ

つだ。逆に、これは一所懸命やらねばなら ライセンス第7期生で昭和39年現在でも発 ラーリ250GTベルリネツ夕、ジャガ D 

ぬと、山に誓ったくらいである。 給数は475である。第T回GPはまだ2輪 タイプであったが、ほとんど二流三流ドラ

さて、いよいよ例の車を携えて鈴鹿サ ライタの出場者は少なく、育名選手は、 イパばかり。優勝したピタ ・ウ

なわれた。主な出場車とクラスを紹介する

と、

ツーリング部門

400以下CC-j)
スズライト、スI¥}レ360、マツダクベ

700以下CC-Il) 

パブリ力、三菱500、コルト閃O、スバル450、
マツタrキャ口Jレ

1000以下CC-I1I)

日野ルノ一、コンテッサ、ダットサン、DKW
13∞以下CC-w)
ワーゲン、フルパド

16∞以下CC-Y)
コロナ、ヒルマン、ヴオフスホール

20∞以下CC V1) 

トヨペットクラウン、いすYべレル、セド

1)ツク、ヲJンスゲロリ戸、スカイライン、

タウナス17M

スポーツカ一部門

13∞以下(8-J) 

DKW、ヒレスフライト、ポルシ工、

NSVプリンツ、 MGミジェット、巳野コ

ンテッサ、日産フ工戸レディ

25∞以下(8-[[)

フ工戸レディ、トライ7フンフTR2、TR

3、TR4、MGA、MGB、フィ戸ツト、

スカイラインS、ポルシ工、セドリック

2500以上(8一I1I)

ジャガ-E、ベンツ300SE、オースチン

ヒレ-100&3∞o
1ei:どであつだ。当時としては、メ力を

はじめ一般ともチユ ン7コップテクニック

など知るよしもなく、レ シングタイヤと

いうものが世の中にあることも知らなかっ

た。〔これは第2ロGPでもそうであつだ)

パドックでは、 BSとタンロップガ市販タ

イヤをサービスしていた。参加者は自宅か

らサーキットlこ来て、走り、レースに出場

し、ぎたそのまま帰宅するのが通常で、車

両運送車など怠かつだ。

話が本題と大分それたように思われるか

も知れないが、日本のモタスボツの

うぶ声の中で第T回白本GPガ開催され、

いろいろな状況があり、その中で三菱のモ

ータースポーツ活動ガスタートしだのであ

る。この事実は、三菱愛好者であるCMS

Cメンバーには興味深いことと思われ、ぜ

ひ知ってほしいので、なるべく詳細にお伝

えしだいと思う。

次回は、各社の参加体制と三菱チ ムの

レースの実況を書きだいと思います。

CCMSC本部外111盛)
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